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【はじめに】当院では平成 22 年より年 1 回の大規模災害訓練を実施
している。手術室において過去に机上シミュレーションを実施した
が、手術室主体の災害訓練は実施したことがなかった。今回、院内
大規模災害訓練に合わせシナリオを作成し、災害訓練を実施したの
でここに報告する。

【方法】事前に 3 パターンのシナリオを作成。シナリオ 1、腰椎麻
酔下虫垂切除術予定。手術開始前に地震発生。手術中止とし病棟へ
帰室する。シナリオ 2、全身麻酔下胃切除術施行。腹膜縫合中に地
震発生。皮膚縫合まで行い病棟へ帰室する。シナリオ 3、入院中の
妊婦。震災発生後、分娩進行中に児心音低下。分娩室で帝王切開術
を施行。シナリオ毎に配役を決め、役割別行動表を作成した。訓練
後、手術室スタッフを対象としたアンケートを実施。

【結果・考察】当日 17 時、院内の訓練放送が流れると同時に、シナ
リオ 1・2 による術中地震発生を想定した訓練を実施した。術中起
こる災害に関しては、手術を担当している医師・看護師同士はもち
ろん、リーダー看護師・フリー看護師との連携が重要であると感じ
た。また、患者への声かけ・タッチングなど状況に応じた配慮も重
要である。シナリオ 3 の訓練に対しては、患者を担架で搬送する猶
予がなく、手術室スタッフが必要な手術物品を持参し、分娩台に乗っ
たまま手術を行う設定で実施した。病棟での緊急帝王切開が可能と
いうことが検証でき、役割ごとの動きが共有できた。今後は夜間・
休日時に発災した場合の対応、自家発電に切り替わらない場合など
想定外に備えての訓練が必要である。アンケート結果より、「災害
時の動きがイメージできた」「担架の使用方法が詳しく分かった」「観
察項目・確認項目が分かった」という意見が聞かれた。年 1 回の訓
練にとどまらず、今後も継続して術中を想定した災害訓練を実施し
ていくことが必要である。
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【はじめに】自衛消防訓練が院内で毎年行われているが、呼吸器科
が主である当病棟において具体策が検討されておらず、初期行動や
避難方法が分からない等、スタッフの防災意識も低かった。平成
24 年度の訓練において、当病棟が火災発生現場になったことを契
機に浮き彫りになった上記の問題点について検討した。具体的な対
策として、災害時初期行動アクションカード ( 以後アクションカー
ドとする ) および安静度板を作成し、活用した。その取り組みを報
告する。

【取り組みの実際】取り組みの目標を『病棟スタッフが防災意識を
持ち、災害時の行動が取れる。または、災害時の行動が認識出来る』
とした。
具体的な対策として、『アクションカードの作成』と『安静度板の
作成』を行った。アクションカードは、役割行動を分かりやすくす
るために３項目程度の重要な点のみを記載した。病棟における特有
の患者の移送については診療部長と相談し、移送方法を記載した。
役割毎に色を分け名称を大きく表示したカードをパウチ化し常時携
帯できるようにし、勤務開始時に役割を確認し装着させた。安静度
板は、酸素使用患者が避難先で投与量が把握されるよう量を表示し
た。移送手段は選択できる表示とし、記入の簡素化を図った。常時
ベッドサイドに表示し、災害時には簡便に持ち移送できるよう紐を
太くした。

【取り組み後の結果】スタッフが当日の役割を認識することで、日々
の防災意識を持つきっかけとなっている。防災訓練時、安静度板が
ある事で移送方法や避難先での酸素投与をわかりやすくする事で、
避難させやすいという意見があり、取り組み目標は達成できた。

【今後の課題】使用開始から日が経つ事で意識が低くなっているた
め、定期的に意識づけを行い、用具の活用を徹底し防災意識を日々
高めていく。
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【背景と目的】A 病院では、院内急変対応能力向上を目的として様々
な取り組みを行っている。その一つとして、RRS の院内導入に向け、
Bellomo らの研究をもとに作成した「担当医・当直医への患者診察
要請基準（以下、RRS 要請基準）」が、A 病院の患者急変対応を迅
速に行う上で妥当性があるかを検証するために、救急外来で試験的
運用を行った。

【対象・方法】調査期間：2012 年 12 月 28 日～ 2013 年 3 月 31 日。 
調査対象・方法：「RRS 要請基準」に該当する救急外来受診患者で
RRS 対応を行った患者を情報用紙から抽出。a)RRS の要請件数 b)
来院手段 c) 要請後の転帰 d) 要請基準の該当項目について調査。倫
理的配慮：データは個人特定できないよう配慮した。

【結果】 a)RRS 要請件数：18 件 b) 来院手段：救急車 6 件（トリアー
ジ区分内訳：蘇生　5 件、緊急　1 件）　Walk　in　12 件（トリアー
ジ区分内訳：蘇生　5 件、緊急　6 件、準緊急　1 件） c) 要請後の転帰：
unit 系入院　9 件、一般病棟入院　4 件、観察室後帰宅　2 件 d) 要
請基準の該当項目：呼吸の問題（SpO2 含む） 12 件、意識レベル 4 件、
血圧低下 1 件、ACS 症状 2 件、看護師の懸念 4 件以上の結果より、
RRS 養成基準は患者の緊急度を的確に示す基準であり、さらには、
入院治療を必要とする緊急病態と重症度を示す基準になっている。

【考察・課題】様々な緊急度区分に分類される患者が多数来院する
救急外来において RRS 要請基準の試験的運用を行った結果、緊急
度が高く、入院加療が必要な緊急病態の患者が選別される事がわ
かった。つまり RRS 要請基準は、緊急病態の患者により迅速で適
切な診療へとつなげることのできる基準であることが示唆された。
今後は RRS の周知徹底を継続するとともに、RRS 運用で生じた問
題などはタイムリーに関係各所と協議できるようにして、院内全体
へ実用化できるシステムとなるよう改善していく必要がある。
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【取り組みの背景と目的】急変予期対応向上委員会は、急変時はも
とより急変を予期した対応の医療の質の向上に貢献するために取り
組んでいる。当院ではΗ 16 年度より全職員を対象に BLS 講習会を
行い 2 年毎に事後講習をしているが、急変に関する情報を共有する
機会が少ない現状があり院内に発信する必要を感じていた。その一
つとして広報活動を行い効果や反響を得たのでここに報告する。

【取り組みの実際】「急変対応ニュース」として全職員が閲覧できる
院内電子掲示板を利用しΗ 25 年度に計 6 回発行した。明確な視点
や印象のある写真、読みやすさに重点を置いた構成や編集に工夫し
た。エスカレーター転落事故症例を基にしたシミュレーション講習
会や院外の急変予期対応研修、院内 BLS 講習会など部署内ばかり
でなく、看護部全体で取り組まれている教育の提供を紹介した。こ
こではチームダイナミクスが機能する様子や、本番さながらの模擬
急変場面に対応する様子、ファシリテーターと参加者の生き生き
とした表情を取り上げた。また特殊環境の MRI 室での急変対応や
AED 新機種導入にあたり使用上の注意喚起など、二次事故の危険
性や安全対策を紹介した。さらに特殊な場所での BLS を経験し蘇
生に奏功した症例では、当事者の心理描写により緊迫感や心の感動
を伝えた。ニュース発行後、部署内講習会などの問い合わせや自分
も同じ体験をして共感した等の反響があった。過日、外来患者のエ
スカレーター事故が発生した際に二次事故もなく適切な対応が行え
たという効果も見られた。

【今後の課題】ニュースは読み手の関心や興味をそそるものでなけ
ればならない。当活動を通じ興味を持ったテーマや急変時に役立つ
企画で、魅力あふれるニュースをさらに発信していきたい。また周
りからの意見や急変対応時のデータにより客観的な評価をしていく
必要がある。




